岩手県

取材をされる方へ・・・

被災者のトラウマ体験にご配慮をお願いします

トラウマとは・・・

　私たちは非常に衝撃的な体験をした場合、その体験が過ぎ去った後も記憶に残り、精神的な影響を受け続けることがあります。

　このような精神的な後遺症のことを、トラウマ（心的外傷）といいます。

　また、トラウマによる精神的な変調を、トラウマ反応といいます。災害や事故、事件などに巻き込まれ、強い恐怖感や無力感を体験した後に起こりやすい症状です。

　トラウマ反応は「異常な状況に対する正常な反応」であり、その多くは自然に回復していきますが、そのためには周囲の配慮が大切です。

以下の点に留意してください。

取材中の光、音、侵入的態度は、被災者にとって二次的なトラウマとなることがあります。

· カメラのフラッシュや質問の内容によっては恐怖体験を

よみがえらせ、被災者に辛い思いをさせることがあります。

· 無理に聞き出そうとすると、回復を妨げ、こころに傷を負わせてしまうことがあります。これを二次被害といいます。

· また、被災や被害を受けた人に非があるかのようなコメント（たとえば「怒りっぽい」「興奮しやすい人だ」「態度がはっきりしない」など）は、世間の誤解や偏見を招くことがあります。これをスティグマ（烙印）といい、被災者の心身の回復や社会復帰を妨げる一因となります。

取材者自身も二次受傷することがあります。

· 現場を目の当たりにしたり、被災体験を詳しく聞くことで取材者自身がトラウマ状態になることがあります（これは救援・支援活動をしているスタッフも同じです）。

· 気になることがあれば、無理をせずに医療従事者などの専門スタッフに相談しましょう。
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